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家庭用エアコンの床置形のリスク評価結果 

 
平成２６年１２月１９日 

一般社団法人日本冷凍空調工業会 
ミニスプリットリスクアセスメントＳＷＧ 

 

１．対象製品（床置形）の出荷台数比率（日冷工調べ） 

 

※家庭用ペア機 ：１台の室外機に１台の室内機（空調端末）が付いたもの 

 家庭用マルチ機：１台の室外機に複数台の室内機（空調端末）が付いたもの 
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２．リスク評価について 

２－１）許容リスクレベルの考え方 

使用時のリスクレベルは 100年に１回、その他専門家による作業時のリスクレベルを 10年

に 1回とし、これらを社会的に許容できるリスクレベルの基本とした（参照：４ページ「エア

コンの総合安全性（R-map）」）。 

他の日冷工リスクアセスメントＳＷＧの許容値も総合的に考慮し、今回のリスク評価におけ

る許容リスクを  使用時は １．０Ｅ－０９  ／ 作業時は １．０Ｅ－０８ レベル 

と厳しく設定して評価を行った． 

 

２－２）床置形室内機での安全対策 

  R32冷媒は空気と比べ密度が大きいことから、漏えい箇所が低いほど床面付近に冷媒が溜ま

る傾向となり、可燃空間が発生し着火リスクが高くなる． 

 

２－４）安全対策 

室内機でのリスク評価を実施した結果、天井や壁設置型は、安全対策を実施しない状況でも、

そのリスクレベルは、２－１）で設定した許容リスクを十分に下回っていることから、安全と

評価できる． 

他方、床置や地袋設置型は、安全対策を未実施のままでは、２－１）で設定した許容レベル

をクリアできない場合がある． 

⇒このため、下記の可燃領域を生じない安全対策を検討 

リスク低減対策内容（安全対策） 

１）冷媒漏れを検知し、部屋の空気を室内ファン等で拡散する 

  ２）ブレーカＯＦＦしないように製品に注意喚起文を入れる 

※なおリスク値算出においては、室内ファン等での拡散ができない場合（停電、機器故障等）

も考慮している（後述） 
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２－５）リスク評価結果 

  最も危険度の高い＜家庭用マルチ床置接続 冷媒量４ｋｇ 住宅スキマ有り条件＞ 

※許容リスク 使用時は １．０Ｅ－０９  ／ 作業時は １．０Ｅ－０８ レベル 

 

 

＜漏れ検知とファン拡散の効果＞ 

 

 

 

 

 

 

 

安全対策を入れることにより、許容リスクレベルをクリア 
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最もリスクの高いブレーカ OFFの場合のリスクを避けるために「注意喚起」（下図）をする。 

 

（参考）エアコンの総合安全性（R-map） 

※産業構造審議会フロン類等対策ワーキンググループ（第２回）資料４（日本冷凍空調学会微

年性冷媒リスク評価研究会）より 

 


